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ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に

伴
う
ご
み
収
集
業
務

日

ご
み
の
種
類
・
地
区

３（
月
）
可
燃
ご
み
県
道
北
側

（
特
別
実
施
）

４（
火
）
可
燃
ご
み
県
道
南
側

（
特
別
実
施
）

５（
水
）
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

収
集
休
み

６（
木
）
不
燃
ご
み
・
資
源

西
條
地
区（
城
前
田
除
く
）

７（
金
）
可
燃
ご
み
町
内
全
域

　

お
間
違
い
の
な
い
よ
う
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
そ
の
他
の
日
は
、
お

知
ら
せ
カ
レ
ン
ダ
ー
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
ご
み
収
集
休
み

　

５
月
５
日（
水
）は
休
日
の
た
め
、

八
穂
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
搬

入
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
収
集
は
お

休
み
し
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

衛
生
課

　

内
線
１
２
４
・
１
３
７

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

人
間
ド
ッ
ク
・
健
康
診
査

を
実
施
し
ま
す

大
規
模
災
害
時
に
お
け
る

生
活
ご
み
の
収
集
運
搬
の

協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結

木
造
住
宅
無
料
耐
震
診
断

　

東
海
地
震
な
ど
大
規
模
地
震
に

備
え
た
住
宅
の
耐
震
化
を
促
進
す

る
た
め
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

を
無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

無
料
耐
震
診
断
は
、
町
が
派
遣

す
る
耐
震
診
断
員（
建
築
士
）が
住

宅
を
訪
問
・
診
断
し
、
補
強
等
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
木
造
住
宅
と
は
？

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
し
て
い
る
こ
と
。

・
在
来
軸
組
構
法
ま
た
は
伝
統
構

法（
昭
和
の
戦
前
ぐ
ら
い
ま
で
に

建
て
ら
れ
た
農
家
住
宅
等
）で

建
て
ら
れ
た
住
宅
で
あ
る
こ
と
。

※
枠
組
壁
構
法（
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー

等
）・
木
造
と
鉄
骨
造
な
ど
の
混

　

構
造
・
鉄
骨
造
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
は
除
く
。

・
２
階
建
て
以
下
の
戸
建
、
長
屋
、

　

併
用
住
宅
お
よ
び
共
同
住
宅
で

借
家
を
含
む
。

・
現
に
人
が
住
ん
で
い
る
住
宅
で

あ
る
こ
と
。

耐
震
診
断
員（
建
築
士
）と
は
？

　

県
内
に
在
住
・
在
勤
の
建
築
士

で
、
県
の
耐
震
診
断
員
の
養
成
講

習
会
を
受
講
し
、
知
事
が
診
断
員

と
し
て
登
録
を
行
っ
た
方
で
、
登

録
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

無
料
耐
震
診
断
の
申
込
方
法

　

役
場
都
市
整
備
課
で
配
布
し
て

い
る「
わ
が
家
の
簡
易
耐
震
診
断

　

今
年
度
か
ら
、
後
期
高
齢
者
の

人
間
ド
ッ
ク
を
実
施
し
ま
す
。
身

体
の
各
部
位
の
精
密
検
査
を
受
け

て
、
普
段
気
が
付
き
に
く
い
疾
患

や
臓
器
の
異
常
や
健
康
度
な
ど
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
も
後
期
高
齢
者

健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す
。
生
活

習
慣
病
と
そ
の
予
備
群
を
早
期
に

発
見
し
、
状
態
が
軽
い
う
ち
に
早

め
に
予
防
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
重

症
化
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
生
活
習
慣
病
で

治
療
を
受
け
て
い
る
方
も
対
象
に

な
り
ま
す
。

　

お
手
元
に「
受
診
券
」な
ど
が
届

い
た
ら
内
容
を
確
認
し
て
、
人
間

ド
ッ
ク
・
個
別
健
診
・
集
団
健
診

い
ず
れ
か
一
つ
の
み
を
受
診
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
申
し
込
み
ま

し
ょ
う
。

　
「
特
に
ど
こ
も
悪
く
な
い
」「
面

倒
く
さ
い
」と
思
っ
て
い
る
方
も
ち

ょ
っ
と
考
え
て
⁝
。
病
気
の
中
に

は
身
体
に
痛
み
が
出
な
い
も
の
も

あ
り
ま
す
。
健
診
で
あ
な
た
の
身

体
の
元
気
度
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し

ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

保
険
医
療
課

　

内
線
１
７
１

　

大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
、ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
や
情
報
通
信
網
の
途

絶
、
パ
ニ
ッ
ク
の
発
生
な
ど
に
よ

り
、
自
治
体
へ
の
災
害
対
応
能
力

は
著
し
く
低
下
し
、
ご
み
の
収
集

運
搬
機
能
が
マ
ヒ
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
地
震
等
大
規
模
災

害
発
生
時
に
は
、
迅
速
か
つ
確
実

な
ご
み
の
収
集
運
搬
を
展
開
す
る

た
め
、
町
と
オ
オ
ブ
ユ
ニ
テ
ィ
株

式
会
社
と
の
間
で
大
規
模
災
害
の

発
生
に
備
え
、
災
害
生
活
ご
み
の

収
集
・
運
搬
の
協
力
に
関
す
る
協

定
を
締
結
し
、
協
力
体
制
を
整
え

ま
し
た
。

西
條
小
切
戸
川
排
水
機
場

稼
働
の
お
知
ら
せ

　

県
で
は
、
二
級
河
川
小
切
戸
川

に
浸
水
被
害
軽
減
の
た
め
の
新
し

い
排
水
機
場
を
、
平
成
19
年
度
よ

り
建
設
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

こ
の
た
び
平
成
22
年
４
月
か
ら
10

月
ま
で
の
試
運
転
・
調
整
期
間
を

経
て
平
成
22
年
11
月
よ
り
本
格
稼

働
し
ま
す
。

場

所

　

西
條
字
附
田
地
内

（
県
道
甚
目
寺
佐
織
線 

大
宝
橋

信
号
交
差
点
南
西
）

問
い
合
わ
せ
先

　

県 

日
光
川
工
事
出
張
所

　

☎
０
５
６
７（
２
８
）７
２
２
８

　

役
場 

都
市
整
備
課

　

内
線
１
３
０　
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健
全
で
た
く
ま
し
い
子
ど
も
を

は
ぐ
く
む
た
め
、
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
指
導
者
と
な
り
、
子
ど

も
た
ち
に
安
全
・
安
心
な
居
場
所

を
設
け
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
、
遊
戯
、
文
化
、
体
験

な
ど
の
活
動
を
通
じ
、
子
ど
も
た

ち
の
豊
か
な
感
性
を
磨
き
ま
す
。

対
象
者

　

小
学
生

活
動
内
容

・
自
主
的
で
自
由
な
活
動

　
（
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
、
オ
セ
ロ
等
）

・
体
験
活
動

（
農
作
物
収
穫
、
伝
承
遊
び
等
）

活
動
時
間

・
６
～
３
月

　

木
曜
日 

午
後
４
時
～
６
時

※
休
館
日
・
長
期
休
業
日
等
は
除
く

　

土
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分　

　
（
月
１
回
）

定

員

　

50
名
程
度

参
加
費

　

傷
害
保
険
掛
金
６
０
０
円

（
申
込
期
限
後
の
参
加
は
８
０
０
円
）

※
工
作
な
ど
特
別
活
動
に
伴
う
材

料
費
等
を
徴
収
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

そ
の
他

　

原
則
と
し
て
児
童
の
送
迎
は
保

護
者
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

場

所

　

公
民
館

申
込
方
法

　

直
接
社
会
教
育
課
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

公
民
館
内 

社
会
教
育
課

　

☎（
４
４
３
）２
６
７
１

わ
く
わ
く
子
ど
も
広
場

参
加
者

行
政
相
談
委
員
や
名
古
屋
総
合
行

政
相
談
所
ま
た
は
総
務
省
中
部
管

区
行
政
評
価
局
に
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
来
訪
、電
話
、文
書
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
い
ず
れ
の
方
法
で

も
結
構
で
す
。

　

な
お
、
相
談
に
つ
い
て
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

◉
行
政
相
談
委
員

　

〒
４
９
０
―

１
１
４
１

　

馬
島
字
大
門
東
１
６
５
番
地

　

☎（
４
４
４
）２
４
８
２

◉
名
古
屋
総
合
行
政
相
談
所

場

所

　

〒
４
６
０
―

０
０
０
３

　

名
古
屋
市
中
区
錦
３
―

23
―

31

　

栄
町
ビ
ル
９
階

受
付
時
間

　

毎
日 

午
前
10
時
～
午
後
６
時

※
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く

　

☎（
９
６
１
）４
５
２
２

◉
行
政
苦
情
１
１
０
番

　

電
話
番
号
は
全
国
統
一
番
号
で

す
。

　

☎（
０
５
７
０
）０
９
０
１
１
０

◉
中
部
管
区
行
政
評
価
局

　

首
席
行
政
相
談
官
室

場

所

　

〒
４
６
０
―

０
０
０
１

　

名
古
屋
市
中
区
三
の
丸
２
―
５
―

１

　

名
古
屋
合
同
庁
舎
第
２
号
館
４
階

　

☎（
９
７
２
）７
４
１
６

（
９
７
２
）７
４
１
９

http://w
w

w
.soum

u.
go.jp/kanku/chubu.htm

l

𠮷田	ヒサ子	氏

特
設
人
権
相
談
所

　

６
月
１
日
は「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
皆
さ
ん
の

相
談
相
手
で
す
。

　

悩
み
ご
と
は
一
人
で
悩
ま
ず
、

ま
ず
相
談
す
る
の
が
解
決
の
近
道

で
す
。

　

相
談
は
無
料
・
秘
密
厳
守
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日

時

　

６
月
１
日（
火
）

　

午
後
１
時
～
３
時

場

所

　

公
民
館 

２
階 

和
室

問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

民
生
課

　

内
線
１
６
５
・
１
６
９

第
19
回
菊
花
展
出
展
者

　

11
月
に
開
催
す
る
菊
花
展
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

ご
自
分
で
大
輪
の
菊
を
咲
か
せ

　

総
務
省
で
は
、
国
や
特
殊
法
人

な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
、
国
民
の

皆
さ
ん
か
ら
直
接
苦
情
や
意
見
・

要
望
を
お
聞
き
し
て
、
そ
の
解
決

を
図
る
と
と
も
に
、
行
政
運
営
の

改
善
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
各
市

町
村
に
１
名
以
上
の「
行
政
相
談

委
員
」を
配
置
し
て「
行
政
相
談
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

保
険
・
年
金
、
国
税
、
登
記
、
消

費
者
保
護
、
国
の
行
政
機
関
等
の

窓
口
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
、
苦

情
や
意
見
・
要
望
、
あ
る
い
は
分

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

行
政
相
談

票
」に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み

後
、
診
断
の
実
施
時
期
等
に
つ
い

て
役
場
か
ら
通
知
し
ま
す
。
な
お
、

簡
易
耐
震
診
断
票
の
郵
送
を
ご
希

望
の
方
は
、
電
話
で
送
付
先
を
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

都
市
整
備
課

　

内
線
１
５
７
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て
み
ま
せ
ん
か
。

　

出
展
を
希
望
さ
れ
る
方
は
申
込

期
間
内
に
受
け
付
け
を
し
、講
習

会
で
出
展
用
の
菊
の
苗
を
お
受
け

取
り
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

　

５
月
７
日（
金
）～
28
日（
金
）

参
加
費

　

無
料

対
象
者

　

町
内
に
在
住
・
在
勤
の
方

定

員

　

先
着
50
名

講
習
会

・
日
時

　

５
月
30
日（
日
） 

午
前
９
時

・
場
所

　

公
民
館 

南
玄
関

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

公
民
館
内 

社
会
教
育
課

　

☎（
４
４
３
）２
６
７
１

※
電
話
に
よ
る
申
し
込
み
不
可

日

時

　

5
月
23
日（
日
）

　

午
後
１
時
～
４
時

場

所

　

海
部
東
部
消
防
組
合

　

消
防
本
部 

講
堂

対
象
者

　

大
治
町
・
あ
ま
市
に
在
住
ま
た

は
在
勤
の
方
で
満
15
歳
以
上
の
方

内

容

・
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法

・
大
出
血
時
の
止
血
法

定

員

　

15
名

費

用

　

無
料

受
付
期
間

　

５
月
６
日（
木
）～
16
日（
日
）

申
込
場
所

　

海
部
東
部
消
防
組
合
消
防
本
部

　

消
防
署
・
北
分
署
・
南
分
署

申
込
方
法

　

普
及
講
習
受
講
申
請
書
で
受
け

付
け
ま
す
。

※
申
請
書
は
、
消
防
本
部
・
各
消

防
署
ま
た
は
海
部
東
部
消
防
本

部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
電
子
メ
ー
ル
・
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
の
申
し
込
み
は
不
可

問
い
合
わ
せ
先

　

海
部
東
部
消
防
組
合

身
に
付
け
よ
う
応
急
手
当

普
通
救
命
講
習

温
水
プ
ー
ル
利
用
券
の

払
い
戻
し
手
続
き

　

お
買
い
求
め
い
た
だ
き
ま
し
た

温
水
プ
ー
ル
利
用
券（
回
数
券
）の

払
い
戻
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
早
め
に
温
水
プ
ー
ル
利
用
券

（
回
数
券
）と
印
鑑
を
ご
持
参
の
う

え
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご

来
館
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

☎（
４
４
３
）７
０
７
７

赤
十
字
社
資
募
集
に

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

　

毎
年
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た

だ
く
赤
十
字
の
社
資
は
、
災
害
救

護
や
医
療
活
動
な
ど
、
人
命
を
守

り
救
う
た
め
幅
広
い
活
動
の
事
業

資
金
と
し
て
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
５
月
に
社
資
の
募
集
を

行
い
ま
す
。
赤
十
字
事
業
の
趣
旨

を
ご
理
解
の
う
え
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

間
違
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

ご
み
の
分
別
、出
し
方

◉
ビ
ン
類

　

最
近
、
不
燃
ご
み
袋
の
中
に
ビ

ン
類
が
多
く
混
入
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
大
切
な「
資
源
」で
す
。

　

中
を
軽
く
洗
っ
て
キ
ャ
ッ
プ
を
取

人
権
を
理
解
す
る
コ
ン
ク
ー
ル

　

優
秀
作
品
展
示
会

　

昨
年
12
月
に「
人
権
週
間
」行
事

の
一
環
と
し
て
、
小
中
学
校
の
皆

さ
ん
を
対
象
に
人
権
尊
重
の
重
要

性
・
必
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
豊
か
な
人
権
感
覚
を
身
に
付

け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
作
品

コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

応
募
作
品
の
中
か
ら
優
秀
作
品

を
選
出
し
て
展
示
会
を
行
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日

時

　

６
月
１
日（
火
）～
30
日（
水
）

場

所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

展
示
作
品

　

ポ
ス
タ
ー
、
書
道
、
標
語

問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

民
生
課

　

内
線
１
６
５
・
１
６
９

り
、
各
地
区
の
収
集
日
に
資
源
ご

み
集
積
場
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
化
粧
品
の
ビ
ン
や
農
薬
の
ビ
ン

は
不
燃
ご
み
袋
に
入
れ
て
く
だ

さ
い
。

◉
乾
電
池
・
ラ
イ
タ
ー

　

乾
電
池
や
ラ
イ
タ
ー
も
不
燃
ご

み
袋
の
中
に
多
く
混
入
し
て
い
ま

す
。
特
に
ラ
イ
タ
ー
は
火
災
の
原

因
に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
そ
れ

ぞ
れ
の
専
用
か
ご
に
分
別
し
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

◉
ス
プ
レ
ー
缶

　

ス
プ
レ
ー
缶
も
不
燃
ご
み
袋
の

中
に
多
く
混
入
し
て
い
ま
す
。
特

に
ス
プ
レ
ー
缶
は
火
災
の
原
因
に

な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
缶
を
空
け

中
身
を
出
し
て
か
ら
専
用
か
ご
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

衛
生
課

　

内
線
１
２
４
・
１
３
７

　

消
防
本
部 

消
防
課

　

☎（
４
４
２
）１
６
０
５

http://www.am
atobu-119.jp


